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　目的　蓬莱､レの基護的なタクス衝・－を明ら*ヽ､こt るμ勺r. 邁蒸レのゾ･ルおJ: びケトレ

i 試刹とIて食塩、ゑ糖、馬鈴審澱粉茎・添や。影響をヰ心｀に峯耗刺支ならゾに官能検査

i '卜ヽ検討□て。

　方茲、■魚しのｿ";レ戒廓製は、ミキサーr後祥□;運根東屋卯呪(水かoあすi Iて蓮

根Z 00戸　リダルの場合卜は/フレ奎を用ヽヽですソ卸り;蓮根/oo%t りれし笑

瞳しれ:亀影レのｿ Iﾚ試料は. ヒ."スコクうハリソ拓度図i^ よびビ｀スコ影ラム作ぼ値, e

型粘度訂により粘度曲線、浅如方剱式. 糾姻桂侍､数し

用ヽヽて肆?, 凝集性なご･のテクスナダー特桂値i ぶめ、硬で. 塩味、ロあ/: 'ノ.inぽ'I.

総合評佃の夕項gにっいて短人生/えふ･リ'] 順位瓜を用ヽヽてす能検査を行。r:.

　結果　屋煕レ。ｿ"ﾉﾚのﾋjヽスコタ■ 7 お*' らμ度工多聞や涵屋ia、冷塩俵naによりあく、ゑ

糖添ヤr ロ壹化･≪'･'I} とんと･なく、すi^　葦糖、馬鈴薯澱粉・同崎孝)i^ra素/,^濃友によ')

異V ゐが'^｀ずれも軋添加のものJツノあくなるミと<'-'認められ穴、I 八z*ヽけの粘度とずリ

圭度mm係＼-i刺豺紅しにずリ'-}＼勧化流動＼ 示レ薫､糖添カリソ食t-tl.添ｶﾛりいヽてふr

ソぶ度下てヽ｀粘排ぼ植､数心咋7く. 食塩, 鳶糖、馬鈴奮萩粉同時俵カロて'vi さらにあくなるでと

≪s-r.され八。基蕃､レｎレのテクスナ･ヾ一怖ぼ値は。食塩添n^にj: 'ト硬さ. 3fn.)ヽt. χI 'c

く雌・りらくなゐI と<:'認められ八。官跨検査r- よ'I ゑ徳俵・の蓮秀､レI*. 塩味、μぼ'I ≪v

強、べとrM もに認められ、総合け佃て･｀はあヽヽヽしく､なヽべt *'. ま/; tぺ' T 岑々・し八蓮希、

レ肩

C 138 糠漬けのメカニ又ごムl'関する.研呪　一糠．脱,いCE用一

　　　　岡山大嵐有　〇中尾亜.里子　室井八重子

　§ 的　わか･・の屈統的康品7-･あるりこくあん｡、は。独自<n 風味とｰ磁､ごれえをもフ特色あ

る食品で、a本の食文化。申臓左なす一つヒいえる。とくにま作を？･v:.' ヒし-z 展哨さμる

日本猿業、､中で･、そのi'J産物t･ある糠を有効r.利用しμ禰ヴけ技術が庫iしなこ｡とu極め

て珪目される事柄で･ある.「' だ< あi^．●歯ごたえIt 原妨軒にほ見ら収'お、もので･. 糠ヅ

けにふ、マ特質句､い尋られろも､・？、こ<n i.うrj鳶ごた1とも。r-.食品は、最近好まれa

く'J 、に心のの. 噛むヒいう動作Σ通じ･Z 物理的おっむ･理的にも人間・遡葡を健康ふ促す

ものの一つヒいえる。永珊究に『Tx.くあん』・もフ形菊i'与える糠の祚用S. 理論的に解明

tろことを目的としマ、主i'^癌・脱水作用に関IT ろ命因しぺついマ検討した。

　方法　り゛イコン・の脱水遠浅は重量法、ペフ千ン債。抽出並vに分＆ii£哺らや金ふ

らの方法Z'. 食塩味農i^･ゑ場ZH,ﾜ唐必濃度計マ･潮定しK。

　結果　勣い癩港らは糠抽出涙ix S。 マ特冥的に欠根ヵヽ･･脱水さぺうこt i. U.血し, i の

場冶ヽ、試料肩陀水量ヵ値娘的し-. 禰尺万る1 とを認めrt。し、拳因として■ 糠中に含ま訊*

食ぬ（。｡が) 。彩響・考7, られたtK 、。2ﾀi食塩名喪中z･の脱水は全< 認めらμりのっr^。し

のレ. 禰油出壇を､司時黍加するこい; よ。7 脱､Kttヽ≪-認めら収にことヵヽら、峰に脱冰£ 厦進

寸･i/i'E用の^ るこヒか嗜z. られに。* に. 希の脱水作用は者留■) のあい糠^･j: ﾉ勧粟的?･

あ、に。その奪因の一つヒし■z .糠中の脂育ヵし蓼え｡らλ、米糖油・黍wｺ誉し-.ぷっマ脱水吠

態。貨U φI とヵ･M.められに。々。他、糠中の賦維■ 層白葡■ 嚇質等詐脱水作用に関与す

るこ｡ヒも碓定で蔽rこ。この場合。ペ7 千ン質ten 厠孫Itつい1も検討中である。


